
花粉症とお薬 
 
花粉症はⅠ型アレルギー（Ⅰ型過敏症） 
…で、困ったヒトは放水車ヒスタミンを黙らせる「薬」を準備しました。 
 
その一例。 
（アレジオン：https://www.ssp.co.jp/alesion/） 
 
で…ヒスタミンを邪魔する薬（抗ヒスタミン薬）は、 
涙や鼻水を止めてくれる 
（ヒスタミンがはまるべきところ（受容体）にはまらないようにする）けど、 
「眠気が出る」という欠点があるものが多かった！ 
 
だから、そこを改良して 
（「H1 受容体を邪魔しない」とか「脳まで行かない」とか…） 
「眠くなりにくい花粉症の薬」ができてきた！ 
 
（眠くなる抗ヒスタミン薬は第一世代、 
 眠くならない抗ヒスタミン薬は第二世代と言われるね） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
…「眠くなる」を逆手に取った薬もあるよ。 
その一例。 
（ドリエル：https://www.ssp.co.jp/drewell/） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
脳（脳幹という部分）では、 
ヒスタミンは「覚醒（シャキーン！と起きていること）」に関係している！ 
 
その受容体（受け止めるところ）にはまって邪魔しちゃえば、 
覚醒しない…から、「眠りにつける」というわけ。 
 
こんな風に、これから生化学で勉強していくことは 
生活の中にあふれているよ！ 
 
「ただの勉強」と堅苦しく考えるんじゃなくて、 
どんどん生活の中に活かしていこうね！ 
 


